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要約

本研究は、自分たちの住んでいる地域の実態を把握し、災害のリスクを自分自身のこととして意

識できるようなワークショップの開発を行うことを目的としている。また、実際にワークショップ

を実施し、参加者に防災の基本概念である自助・共助・公助の力の向上と連携を図るとともに、開

発したワークショップの有効性の検証を行ない、汎用性のあるワークショップのあり方を検討する。

研究方法は、防災・減災ワークショップの開発、実施、有効性の検証である。具体的には、開発は、

対象を小学生、災害の想定を風水害とし、対象者の発達段階に合わせた内容と手法の検討、実際の

災害時を想定したマイ・タイムラインの作成、家庭や地域社会の防災力の向上にもつなげる、視点

で行った。実施は、鹿児島市内の小学校にて 年 月 、 日に実施した。有効性の検証は、

ワークショップの参加者へのアンケート調査、講座を担当した機関へのヒアリング調査を行った。

ワークショップの開発を通して、鹿児島市からは情報を発信するという視点から、気象台からは

災害を予測するという視点から、日本赤十字社からは災害時の救護や対応を行うため知識を活用す

るという視点から、内容と手法の検討を行うことができた。これらの内容や一連の流れは、他の市

町村や災害種、対象者での応用の可能性を見出せた。ワークショップの実施を通して、行政ならび

に気象の専門家とかかわることで、公助の取り組みを理解するとともに、安全で安心な社会づくり

に貢献する意識や態度、職業観も培われていた。ワークショップを実施する中で、講座を担当した

各機関の新たな連携や児童と地域住民の連携も生まれた。ワークショップの有効性の検証を通して、

参加者、講座担当者からは、一定の効果と汎用性を確認することができた。
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．はじめに

日本は地理的な特性上、自然災害を受けやすく、近年は、平成 年 月九州北部豪雨、平成

年 月豪雨、令和元年房総半島台風など気象災害が頻発化、激甚化している。これらの風水害では、

避難をしなかった、避難が遅れたことによる被災や、豪雨・浸水時の屋外移動中の被災、高齢者等

の被災が多く、行政による避難情報や避難の呼びかけがわかりにくいといった課題や、タイミング

や避難場所等広域避難の困難さが顕在化した ）。これら災害の経験を踏まえ、避難情報に関するガ

イドラインが改定（ 年 月 日）され、警戒レベルの改訂が行われた ）。国や自治体は、住

民が災害発生の危険度と、とるべき避難行動を直感的に理解するための情報提供に努めているが、

住民もそれらの情報を活用し適切な避難行動がとれるように努める必要がある。

避難情報が発令された場合、短時間のうちに適切な避難行動をとるためには、事前に行動を計画

しておくことが重要である。事前の計画等の充実を促すためのツールとしてマイ・タイムラインが

あげられる。マイ・タイムラインは、平成 年 月関東・東北豪雨において、避難の遅れや避難者

の孤立の発生を受けて開発されたもので、自分自身がとる標準的な防災行動を時系列的に整理し、

自ら考え命を守る防災行動計画である ）。マイ・タイムラインを検討する際は、ハザードマップ等

を用いて居住地などの自ら関係する水害リスクや入手する防災情報を「知る」ことから始まり、避

難行動に向けた課題に「気づく」ことを促し、どのように行動するかを「考える」場面を創出する

ことが重要とされている ）。また、他者の意見等を参考に自分自身に置き換えて「気づく」ことも

あるため、ワークショップ形式による検討を推奨しており、行政はそれら検討の支援を行うことが

求められている。ワークショップの手法を用いた防災・減災に関する研究は、牛山ら（ ）によ

って方法論が提案 ）され、木村ら（ ）による東海・東南海地震の脅威にさらされる名古屋市を

対象とした地震・防災専門家のファシリテーションによるワークショップ ）、市ら（ ）による

中高層分譲集合住宅を対象とした自宅生活継続に備えるワークショップ ）や郊外丘陵住宅地を対象

とした土砂災害リスク適応型のワークショップ ）、小山（ ）らによるオンラインを活用したワ

ークショップ ）など、地域の防災力を向上させる試みが行われ、その効果が報告されている。

自然災害から命を守るためには、行政の取り組みだけではなく、「自らの命は自分らが守る」意

識を住民一人ひとりに醸成させる必要がある。一人ひとりが想定される災害にどのような避難行動

をとれば良いか、避難をする場合にどこに行けば良いか、避難に際してどのような情報に着目すれ

ば良いか等をあらかじめ認識し、主体的に避難に関する計画を検討しておくこと、地域で協力して

地区防災計画を作成しておくこと、実際に避難訓練により指定緊急避難場所・避難経路を確認して

おくことなど、具体的な検討、作成、実践が望まれている。そのためには、様々な意見を出し合い、

お互いの考えを尊重しながら意見や提案をまとめていくワークショップ型の手法が効果的であり、

一人ひとりの避難計画や地域の避難計画の作成につながる。 

以上のような背景を踏まえ、本研究では、自分たちの住んでいる地域の実態を把握し、災害のリ

スクを自分自身のこととして意識できるようなワークショップの開発を行うことを目的としている。
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．方法

研究方法は、防災・減災ワークショップの開発、実施、有効性の検証である。具体的には、開発
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．結果

（ ）防災・減災ワークショップの開発

防災・減災ワークショップの開発に向けては、小学校における安全教育の目標を参考とし、安全

に関する資質・能力の三観点である知識・技能、思考力・判断力・表現力等、学びに向かう力・人

間性等を踏まえ、各講座の達成目標を明確にし、それを実現するための内容と手法の検討を行った。

ワークショップの到達目標としては、風水害の発生を前提に、「いつ」、「誰が」、「なにを」するかに

着目させ、防災行動とその実施主体を時系列で整理したマイ・タイムラインの作成を目指した。

実施にあたっては、参加者が、①自分の意見を率直に言えるよう話し合い等の補助として教育学

部の学生をボランティアとして配置する、②行政、地域住民、学生とかかわれる場面を積極的につ

くる、③グループ活動における役割分担を明確する、ことに心掛け、ワークショップ全体を通して、

災害発生時の雰囲気、場面に活かせるよう努めた。そして、実施後、ワークショップで話し合われ

たことが参加者だけでなく、参加していない人にも共有できるようにした。具体的には、ワークシ

ョップで作成した成果を学校に掲示することと、ワークショップをまとめた報告集（防災＋減災

）を作成し鹿児島市内の小学校に配布することである。

また、学んだことを記録できる教材（以下、防災手帳）を作成し、ワークショップを円滑に進め

る、学んだことを家庭でも還元できる、ワークショップ後も自身の防災資料として活用できるよう

にした。教材は手帳のようなデザインを心掛け、構成は、表紙を含めた全 ページである。以下、

ワークショップの内容と重ねて、作成した教材の報告も行う。

表紙は、愛着があるイラストを使用し、防災手帳という名称を用い、自分の名前が書けるように

した。最初のページは、自然と向き合い防災について考えることの意味、防災手帳の使い方、ワー

クショップのねらい、保護者の皆様へのお願いを、 は、ワークショップの流れと注意事項を記載

した。また、最後のページは、ワークショップで学んだことを家庭で活かしてもらうように、災害

に備えて確認しておく内容と、家族で話し合う内容を設けた。
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防災手帳（最初のページ） はじめに 防災手帳（最後のページ） 災害に備えて

（ ）防災・減災ワークショップの内容

ワークショップは つの講座と昼食時の時間を活用した 日間の日程で行った。

ワークショップ 日目：講座 ．鹿児島市危機管理課による「風水害に備えよう」

講座のねらいとしては、鹿児島市で起きた過去の事例から、様々な自然災害の危険性、安心な生

活を実現するために必要な知識や技能を身に付ける【知識及び技能】、鹿児島市から提供されている

情報から、自らの安全の状況を適切に評価するとともに、必要な情報を収集するために必要な力を

身に付ける【思考力，判断力，表現力等】、行政の人の話から、自分たちの身近な安全に関する課題

に関心を持ち、主体的に自身の安全な生活を実現する態度を身に付ける【学びに向かう力，人間性

等】、ことをねらいとしている。

講座では、鹿児島市危機管理課のもと、鹿児島市や他県で起きた災害を提示しながら風水害の怖

さや危険を伝えるとともに、大雨のときの履物は、大雨や台風で起こる災害とは、など具体的な場

面を設定し、安全な行動について考える場面を設けた。そのほか、防災手帳の コードを活用し、

鹿児島市がホームページ等で提供している避難の判断材料となる正確な防災情報の入手仕方につい

て学ぶとともに、鹿児島市防災ガイドマップを基に学校や自宅の安全性の確認、防災診断 を

活用し自分や大切な人のいのちを守るための行動を確認する場面を設定した。また、防災手帳では、

自然災害を体験した人の話を聞いてみよう、という項目を設け、地域の人々に聞いたり確認したり

する発展的な内容を設定した。
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防災手帳 災害のこわさを知ろう 防災手帳 考えよう

  

写真 鹿児島市危機管理課の講座の様子 写真 鹿児島市の過去の事例紹介

 

ワークショップ 日目：講座 ．鹿児島地方気象台による「経験したことない大雨その時どうする」

講座のねらいとしては、気象のメカニズムから、大雨の危険性を理解し、安全な行動を実現する

ために必要な知識や技能を身に付ける【知識及び技能】、設定された条件や場面から、安全な生活を

実現するために何が必要かを考え、適切に意思決定し、行動するために必要な力を身に付ける【思

考力，判断力，表現力等】、気象を専門とする人の話から、自分たちの身近な安全に関する課題に関

心を持つとともに、グループ活動を通して、主体的に自身の安全な生活を実現する態度を身に付け

る【学びに向かう力，人間性等】、ことをねらいとしている。

講座では、鹿児島地方気象台のもとで、大雨の際の行動を考えるグループ活動を行った。このグル
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ープ活動は、災害対策基本法改正に対応した内閣府の「避難情報に関するガイドライン」を基本と

し、地元気象台等から発表される防災気象情報に基づく避難行動（警戒レベル）を疑似体験するも

のである ）。家族構成や立地・住宅などグループごとに設定された条件で、防災マップや警報ごと

に行うべき行動を基に、数日前からの避難準備に始まり大雨当日までの避難行動や理由、避難経路

等を考える活動を行った。

 
防災手帳 避難行動を知ろう 防災手帳 他班の発表のメモ

  

写真 映像や写真をもとに説明する様子 写真 設定された条件ごとに対応を考える
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ープ活動は、災害対策基本法改正に対応した内閣府の「避難情報に関するガイドライン」を基本と

し、地元気象台等から発表される防災気象情報に基づく避難行動（警戒レベル）を疑似体験するも

のである ）。家族構成や立地・住宅などグループごとに設定された条件で、防災マップや警報ごと

に行うべき行動を基に、数日前からの避難準備に始まり大雨当日までの避難行動や理由、避難経路

等を考える活動を行った。

 
防災手帳 避難行動を知ろう 防災手帳 他班の発表のメモ

  

写真 映像や写真をもとに説明する様子 写真 設定された条件ごとに対応を考える

  

写真 グループ活動の様子 写真 グループごとの発表の様子

ワークショップ 日目：講座 ．日本赤十字社鹿児島県支部による「災害図上訓練（ ）」

講座のねらいとしては、自分たちの住んでいる地域の地図から、安全で安心な生活を実現するた

めに必要な知識や技能を身に付ける【知識及び技能】、町内会の人々と連携することで、自らの安全

の状況を適切に評価するとともに、必要な情報を収集し、安全な生活を実現するために何が必要か

を考え、適切に意思決定し、行動するために必要な力を身に付ける【思考力，判断力，表現力等】、

地域の人々の話から、地域の安全に関する様々な課題に関心を持つとともに、訓練を通して，安全

で安心な社会づくりに貢献しようとしたりする態度を身に付ける【学びに向かう力，人間性等】、こ

とをねらいとしている。

 
防災手帳 災害図上訓練をしろう 防災手帳 ハザードマップの貼り付け
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写真 災害図上訓練の様子 写真 児童が作成した防災マップ（学校内掲示）

講座では、日本赤十字社鹿児島県支部のもとで、災害図上訓練（ ）を行った。 とは、

（災害） （想像力） （ゲーム）の頭文字を取って名付けられたものであり、地図を

使って防災対策を検討する訓練である ）。具体的には、鉄道（黒色）・広い道路（茶色）・狭い道路

（ピンク色）・広場・公園・広い空地（緑色で囲んで斜線）・用水路・河川・海岸線（青色）・鉄筋コ

ンクリート造の建物（紫色）、土砂災害の危険箇所（茶色で囲んで斜線）などの自然条件・地域の構

造をマジックで記入し、市町村役場・消防署・警察署･交番・病院・公民館など役所や医療機関など

の防災機関（緑色）、学校・避難所・コンビニなどの地域防災のために役に立つ場所・機関（青色）、

自主防災リーダー・消防団・医療・看護関係の経験者などの災害時に頼りになる人がいる場所（オ

レンジ色）などの「物的防災資材等」の場所、石塔やブロック塀など危険物・落下・転倒しそうな

場所（赤色）、大型ショッピングセンター・映画館・ホテル・駅など人の集まる場所（ピンク色）、

一人暮らしの高齢者・妊婦や小さな子供がいる家庭・外国人・災害時に手助けが必要な人がいる場

所（黄色）などの「危険物施設・集客場所」にはシールを貼っていく。自分たちが住んでいる地域

で起こりうる災害をイメージしながら、町内会の人々に地域の情報を聞きながら、防災マップを作

成し、最後は完成した防災マップと地域の特徴、地域に起こる被害、命と身の安全を守るために家

庭や地域での取り組みを考え、グループごとに発表を行った。

ワークショップ 日目：講座 ．マイ・タイムラインづくりの作成とワークショップのまとめ

講座のねらいとしては、マイ・タイムラインの作成から、どのような避難行動が必要か、どうい

うタイミングで避難することが良いか考え、防災行動計画に必要な知識や技能を身に付ける【知識

及び技能】、自分自身がとる防災行動を時系列的に整理することから、自ら考え命を守るために何

が必要かを考え、避難行動するために必要な力を身に付ける【思考力，判断力，表現力等】、ワーク

ショップで学習したことから、安全に関する様々な課題に関心を持つとともに、自身で防災行動計

画を立てることを通して、主体的に自他の安全な生活を実現しようとしたり安全で安心な社会づく

りに貢献しようとしたりする態度を身に付ける【学びに向かう力，人間性等】、ことをねらいとして
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写真 災害図上訓練の様子 写真 児童が作成した防災マップ（学校内掲示）

講座では、日本赤十字社鹿児島県支部のもとで、災害図上訓練（ ）を行った。 とは、

（災害） （想像力） （ゲーム）の頭文字を取って名付けられたものであり、地図を

使って防災対策を検討する訓練である ）。具体的には、鉄道（黒色）・広い道路（茶色）・狭い道路

（ピンク色）・広場・公園・広い空地（緑色で囲んで斜線）・用水路・河川・海岸線（青色）・鉄筋コ

ンクリート造の建物（紫色）、土砂災害の危険箇所（茶色で囲んで斜線）などの自然条件・地域の構

造をマジックで記入し、市町村役場・消防署・警察署･交番・病院・公民館など役所や医療機関など

の防災機関（緑色）、学校・避難所・コンビニなどの地域防災のために役に立つ場所・機関（青色）、

自主防災リーダー・消防団・医療・看護関係の経験者などの災害時に頼りになる人がいる場所（オ

レンジ色）などの「物的防災資材等」の場所、石塔やブロック塀など危険物・落下・転倒しそうな

場所（赤色）、大型ショッピングセンター・映画館・ホテル・駅など人の集まる場所（ピンク色）、

一人暮らしの高齢者・妊婦や小さな子供がいる家庭・外国人・災害時に手助けが必要な人がいる場

所（黄色）などの「危険物施設・集客場所」にはシールを貼っていく。自分たちが住んでいる地域

で起こりうる災害をイメージしながら、町内会の人々に地域の情報を聞きながら、防災マップを作

成し、最後は完成した防災マップと地域の特徴、地域に起こる被害、命と身の安全を守るために家

庭や地域での取り組みを考え、グループごとに発表を行った。

ワークショップ 日目：講座 ．マイ・タイムラインづくりの作成とワークショップのまとめ

講座のねらいとしては、マイ・タイムラインの作成から、どのような避難行動が必要か、どうい

うタイミングで避難することが良いか考え、防災行動計画に必要な知識や技能を身に付ける【知識

及び技能】、自分自身がとる防災行動を時系列的に整理することから、自ら考え命を守るために何

が必要かを考え、避難行動するために必要な力を身に付ける【思考力，判断力，表現力等】、ワーク

ショップで学習したことから、安全に関する様々な課題に関心を持つとともに、自身で防災行動計

画を立てることを通して、主体的に自他の安全な生活を実現しようとしたり安全で安心な社会づく

りに貢献しようとしたりする態度を身に付ける【学びに向かう力，人間性等】、ことをねらいとして

いる。講座では、筆者が、マイ・タイムラインの作成とワークショップのまとめを行った。マイ・

タイムラインの作成を通し、講座 の鹿児島市が作成・公表した情報等、講座 の気象台の予測す

るリスク、講座 の日本赤十字社の防災対策を検討する訓練、で学んだ防災に関する知識と心構え

を振り返りながら、一人ひとりの防災行動計画の作成を行った。

  
防災手帳 マイ・タイムラインの作成 防災手帳 ワークショップ全体の振り返り

写真 マイ・タイムラインの作成の様子 写真 日間の振り返りの様子

昼食時は、防災の食事について考える機会を設けた。新型コロナウイルス感染症への対策のため、

実際に調理することはできなかったが、食料備蓄の一方法としてローリングストック法や、水や電

気やガスが使用できないときでも作ることができる調理方法（サバイバル飯）の紹介を行った。 
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防災手帳 防災の食事について考えよう 防災手帳 サバイバル飯の紹介

 

（ ）防災・減災ワークショップの有効性の検証

防災・減災ワークショップの有効性を検証するために、参加者である児童（ 名）と保護者（

名）を対象としたアンケート調査（調査時期： 年 月 日、調査内容：①ワークショップの

内容は役に立ったか、②今後、またワークショップに参加したいか、③今回のワークショップに参

加した感想）、講座を担当した各機関の担当者にヒアリング調査（調査時期： 年 ・ 月、調査

内容：①ワークショップを担当して良かったか、②今後もワークショップを担当したいか、③ワー

クショップに参加した感想）を実施した。

児童、保護者へのアンケート調査から、ワークショップの内容については、「とても役に立った」

％、「少し役に立った」 ％であった。今後、このようなワークショップに参加したいかについて

は、児童、保護者の全員が「参加したい」と回答した。ワークショップに参加した感想については、

児童からは、「参加したことによって防災への意識が深まった」、「みんなで協力してハザードマップ

を作ったりするのが楽しかった」、「家でも災害について話し合いたいと思った」、「防災のことを色々

と知れたので、今後、それを活かしていきたい」、「鹿児島市や気象台で働いている人たちの仕事の

内容が分かった」、「私たちの安全を守るためにたくさんの人が一生懸命働いていることが分かった」、

といった回答がみられた。保護者からは、「鹿児島市や気象台が行っている防災の取り組みを知るこ

とができた」、「他人事ではないことに気づかされた」、「防災について子供と一緒に考える機会を持

つことが出来てとても良かった」、「子供たちも楽しく学べていた。地図上でみると、見過ごしてい
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防災手帳 防災の食事について考えよう 防災手帳 サバイバル飯の紹介

 

（ ）防災・減災ワークショップの有効性の検証

防災・減災ワークショップの有効性を検証するために、参加者である児童（ 名）と保護者（

名）を対象としたアンケート調査（調査時期： 年 月 日、調査内容：①ワークショップの

内容は役に立ったか、②今後、またワークショップに参加したいか、③今回のワークショップに参

加した感想）、講座を担当した各機関の担当者にヒアリング調査（調査時期： 年 ・ 月、調査

内容：①ワークショップを担当して良かったか、②今後もワークショップを担当したいか、③ワー

クショップに参加した感想）を実施した。

児童、保護者へのアンケート調査から、ワークショップの内容については、「とても役に立った」

％、「少し役に立った」 ％であった。今後、このようなワークショップに参加したいかについて

は、児童、保護者の全員が「参加したい」と回答した。ワークショップに参加した感想については、

児童からは、「参加したことによって防災への意識が深まった」、「みんなで協力してハザードマップ

を作ったりするのが楽しかった」、「家でも災害について話し合いたいと思った」、「防災のことを色々

と知れたので、今後、それを活かしていきたい」、「鹿児島市や気象台で働いている人たちの仕事の

内容が分かった」、「私たちの安全を守るためにたくさんの人が一生懸命働いていることが分かった」、

といった回答がみられた。保護者からは、「鹿児島市や気象台が行っている防災の取り組みを知るこ

とができた」、「他人事ではないことに気づかされた」、「防災について子供と一緒に考える機会を持

つことが出来てとても良かった」、「子供たちも楽しく学べていた。地図上でみると、見過ごしてい

る事が多かったので、気付く機会になった。」という回答がみられた。

ワークショップを担当した各機関へのヒアリング調査から、ワークショップの担当については、

全ての機関において「担当してよかった」、「次回も担当したい」という回答であった。ワークショ

ップを行ってみての感想としては、「子供たちやその保護者、地域住民の方々に、防災・減災の取り

組みを知ってもらえる機会であった」、「ワークショップの開催場所や日時の調整、当日の準備等を

行ってくれていたので、講座に専念することができた」、「自分たちの機関でもワークショップを実

施したいという意識はあるのだが、実施する方法や内容を検討している最中であったので参考にな

った」、「他の機関の取り組み等を知れて良かった」、「他の機関との連携が深まった」といった回答

がみられた。また、「自分たちの機関で講座を担当できる人材を育成していく必要がある」、「自分た

ちの機関でワークショップを企画し、実施、報告書にまとめ還元する、という流れはとても効果的

であるが、実現するにはマンパワーが足りない」といったワークショップの実施、充実に向けた課

題の回答もみられた。 

 

．まとめと考察

本研究では、自分たちの住んでいる地域の実態を把握し災害のリスクを自分自身のこととして意

識できるよう、ワークショップの開発、実施、有効性の検証を行ってきた。

ワークショップの開発を通して、鹿児島市からは情報を発信するという視点から、気象台からは

災害を予測するという視点から、日本赤十字社からは災害時の救護や対応を行うため知識を活用す

るという視点から、内容と手法の検討を行うことができた。これらの内容や一連の流れは、他の市

町村や災害種、対象者でも応用が可能であり、今後は、鹿児島市以外の地域、風水害以外の災害種、

小学生以外の対象者でのワークショップの開発と実施を目指していく。 

ワークショップの実施を通して、講座１では、鹿児島市危機管理課の講話を通して、鹿児島市で

起きた過去の災害から、風水害の怖さや危険性を知るとともに、鹿児島市が提供している情報を確

認することで、災害時に必要な情報をどのように入手すれば良いのか知ることができた。講座 で

は、鹿児島地方気象台のグループ活動を通して、変化する気象状況のなかで、行政等から発表され

る防災情報を活用し、安全な行動を実現するための避難行動を考えることができた。講座 では、

日本赤十字社鹿児島県支部の災害図上訓練を通して、自分たちの住んでいる地域の危険性の確認や

共助の必要性を理解することができた。講座 では、マイ・タイムラインの作成を通して、自分た

ちの住んでいる地域の実態を踏まえ、自身の防災行動計画を作成することができた。行政ならびに

気象の専門家とかかわることで、公助の取り組みを理解するとともに、安全で安心な社会づくりに

貢献する意識や態度など職業観も感じ取ることができていた。ワークショップを実施する中で、講

座を担当する別機関同士の新たな連携や児童と地域住民の連携なども生まれていた。 

ワークショップの有効性の検証を通して、参加者ならびに講座担当者からは、一定の効果を確認

することができたが、ワークショップの実施と検証が１校だけであったので、今後、複数の学校で
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実施し検証を行うとともに、各講座で立てたねらいが達成できたかどうかの細かな検証も行ってい

く必要がみられた。また、ワークショップが円滑に進み、学習した内容が深まるよう、防災手帳の

作成も行ったが、それにより家庭や地域社会に還元されたかどうかの検証も行っていく必要がみら

れる。今回のワークショップは、実施にあたり 日間という日程で行ったが、今回、参加できなか

った者から「 日目は参加できるが 日目は難しい」といった意見もみられた。今後は、参加者が

参加しやすい内容や方法の検討も行っていく。 
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